
は
じ
め
に

　

此
度
、
学
長
任
期
満
了
に
伴
い
最
終
講
義
を
催
し
て
戴
き
ま
し
た
仏
教
学
部
長
望
月
真
澄
先
生
は
じ
め
関
係
各
聖
に
御
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。
タ
イ
ト
ル
は
「
私
は
身
延
山
大
学
で
考
え
た
―
過
去
に
学
び
、
未
来
に
託
す
―
」
と
し
ま
し
た
が
、
少
し
教
化
学
、
近
代
の

仏
教
界
動
向
、
教
育
に
関
わ
る
事
項
に
つ
き
ま
し
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
が
住
職
し
て
お
り
ま
す
西
日
暮
里
修
性
院
の
玄
関
に
は
、
仏
教
詩
人
坂
村
真
民
さ
ん
の
直
筆
「
め
ぐ
り
合
い
の
不
思
議
に
手
を
合
わ

せ
よ
う
」
と
い
う
額
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
私
の
出
身
地
は
三
重
県
桑
名
市
で
、
寿
量
寺
と
い
う
寺
の
長
男
と
し
て
昭
和
二
十
六
年
八
月

に
生
ま
れ
、
本
当
は
跡
を
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
寺
不
孝
、
檀
家
さ
ん
不
孝
、
親
不
孝
を
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　

桑
名
寿
量
寺
は
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
―
八
六
四
）
の
開
創
で
妙
蓮
寺
と
い
い
、
室
町
期
に
入
り
圓
教
院
日
意
上
人
（
一
四
四
四
―

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
九
日　

最
終
講
義

私
は
身
延
山
大
学
で
考
え
た

―
過
去
に
学
び
、
未
来
に
託
す
―

浜　
　
　

島　
　
　

典　
　
　

彦
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一
五
一
九
）
に
依
り
日
蓮
宗
へ
改
宗
し
た
寺
で
あ
り
ま
す
。
京
都
本
山
妙
伝
寺
を
開
か
れ
た
後
、
第
十
一
世
行
学
院
日
朝
上
人
（
一
四
二

二
―
一
五
〇
〇
）
に
後
事
を
託
さ
れ
て
身
延
山
へ
晋
董
、
第
十
二
世
の
法
灯
を
継
が
れ
た
方
で
あ
り
ま
す
。
実
は
、
日
意
上
人
の
弟
子
に

第
十
四
世
善
学
院
日
鏡
上
人
（
一
五
〇
七
―
五
九
）
が
あ
り
ま
し
た
。
日
鏡
上
人
は
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
西
谷
檀
林
、
即
ち
現
在

の
身
延
山
大
学
の
淵
源
を
作
っ
た
方
で
あ
る
の
で
す
。
従
い
ま
し
て
、
深
遠
な
る
仏
縁
を
感
じ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

中
学
で
は
、
卓
球
と
野
球
に
没
頭
、
殊
に
卓
球
は
三
重
県
の
北
勢
地
区
の
個
人
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
数
は
四
百
人
弱

七
ク
ラ
ス
学
級
、
文
武
両
道
の
中
学
時
代
で
一・

二
年
生
の
後
輩
か
ら
と
て
も
慕
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
た
の

で
す
が
、
三
年
生
の
時
、
父
親
に
内
緒
で
国
立
大
学
法
学
部
の
願
書
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
ら
、
そ
れ
が
発
覚
し
て
破
り
捨
て
ら
れ
、
担
任

の
先
生
か
ら
立
正
大
学
仏
教
学
部
に
進
ま
な
い
よ
う
な
ら
退
学
さ
せ
て
く
れ
と
い
う
内
容
の
父
親
か
ら
の
手
紙
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

先
生
か
ら
僧
侶
を
目
指
せ
と
説
得
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
長
を
務
め
て
い
た
平
沢
和
重
さ
ん
に
憧
れ
、
外

交
官
は
た
ま
た
弁
護
士
と
な
る
こ
と
を
夢
見
た
少
年
で
し
た
が
、
本
当
に
嫌
々
な
が
ら
頑
固
な
父
親
の
意
志
に
歯
向
か
う
こ
と
が
出
来
ず
、

上
京
し
た
次
第
で
す
。
今
考
え
ま
す
と
、
こ
の
受
験
と
い
う
人
生
の
転
機
を
変
え
て
い
た
な
ら
、
今
頃
、
悪
徳
弁
護
士
？
に
な
っ
て
い
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

宗
立
谷
中
学
寮
に
入
り
、
菅
野
啓
淳
寮
監
先
生
（
現
池
上
本
門
寺
貫
主
）
の
薫
陶
を
受
け
、
卒
業
後
は
布
教
研
修
所
に
入
る
つ
も
り
だ
っ

た
の
で
す
が
、
卒
業
論
文
（
主
査
茂
田
井
教
亨
先
生
）
が
以
外
に
も
良
く
で
き
て
い
た
よ
う
で
、
怖
い
教
学
の
権
威
と
恐
れ
ら
れ
た
茂
田

井
先
生
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
戴
き
、
ま
た
、
渡
邉
寶
陽
先
生
が
わ
ざ
わ
ざ
父
親
を
説
得
に
郷
里
ま
で
足
を
運
ん
で
頂
き
、
大
学
院
へ
と

進
ん
だ
の
で
し
た
。

　

修
士
課
程
修
了
後
、『
日
本
一
の
説
教
師
に
な
っ
た
る
ん
や
』
の
思
い
は
捨
て
き
れ
ず
、
布
教
研
修
所
へ
入
所
、
翌
年
は
書
記
も
拝
命
し
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身
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ま
し
た
。
そ
の
後
、
結
婚
し
、
郷
里
で
の
僧
職
に
就
い
て
い
た
の
で
す
が
、
小
野
文
珖
先
生
か
ら
埼
玉
県
熊
谷
市
立
正
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
る
宗
立
学
寮
の
寮
監
を
依
頼
さ
れ
、
以
後
、
十
七
年
に
わ
た
り
ま
し
て
僧
侶
育
成
の
現
場
監
督
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
仏
教
学
部・

教
養
部
の
非
常
勤
講
師
を
勤
め
、
磯
貝
静
江
先
生
と
共
に
仏
教
賛
歌
サ
ー
ク
ル
「
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
」
を
創
設
、

先
生
の
教
え
子
、
東
京
芸
大
の
Ｏ
Ｂ
と
共
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学・

ボ
ス
ト
ン
大
学・

ル
イ
ス
＆
ク
ラ
ー
ク
大
学・

ハ
ワ
イ
大
学
等
と
交
流
、

殊
に
国
連
本
部
で
は
ア
ナ
ン
事
務
総
長
の
前
で
歌
声
を
披
露
（
私
は
歌
に
参
加
し
て
い
な
い
）、
小
和
田
国
連
大
使
（
雅
子
妃
の
父
親
）
か

ら
労
い
の
言
葉
を
、
総
長
と
は
ツ
ー
シ
ヨ
ッ
ト
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月
八
日
の
花
ま
つ
り
に
は
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
音
楽
法
要
、

節
分
会
に
は
学
寮
本
堂
に
て
野
球
部
と
白
菊
学
寮
（
女
子
寮
）
を
招
い
て
盛
大
に
豆
撒
き
を
し
ま
し
た
。
西
武
西
口
投
手
、
日
本
ハ
ム
武

田
投
手
等
も
『
福
は
内
』
を
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
日
本
文
化
を
大
切
に
と
い
う
こ
と
で
香
道
部
（
直
心
流
）
を
興
し
、
両
ク

ラ
ブ
が
ご
縁
で
結
婚
し
た
も
の
も
複
数
存
在
し
ま
す
。
寮
監
時
代
は
と
て
も
楽
し
い
時
代
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
教
え
子
は
約
三
百
五
十
人

を
数
え
ま
す
。修

性
院
、
大
日
蓮
展
、
日
蓮
宗
伝
道
部

　

平
成
十
二
年
の
初
夏
、
縁
あ
り
ま
し
て
西
日
暮
里
に
あ
り
ま
す
通
称
「
花
見
寺
」
修
性
院
の
住
職
を
拝
命
、
幕
末
、
歌
川
広
重
が
浮
世

絵
「
江
戸
百
景
」
の
な
か
に
描
き
、
谷
中
七
福
神
「
布
袋
尊
」
が
祀
ら
れ
た
江
戸
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
寺
で
も
あ
り
ま
す
。
住
職
に
な
り

ま
し
て
か
ら
十
九
年
が
経
ち
ま
す
が
、
先
ず
最
初
に
行
っ
た
こ
と
は
掲
示
板
の
設
置
と
土
塀
を
ピ
ン
ク
に
し
そ
の
な
か
に
「
布
袋
尊
」
タ

イ
ル
童
画
を
は
め
込
む
こ
と
で
し
た
。

　

月
に
一
度
、
自
筆
で
他
者
の
心
に
響
く
言
葉
を
掲
示
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
何
と
か
今
日
ま
で
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
塀
を
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ピ
ン
ク
し
た
の
は
「
花
見
寺
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
初
は
「
谷
中
に
相
応
し
く
な
い
色
」
と
谷
中

の
長
老
、
お
檀
家
さ
ん
云
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
は
「
あ
の
ピ
ン
ク
の
寺
」
と
い
こ
と
で
目
印
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

住
職
に
な
っ
て
間
も
な
く
、
日
蓮
宗
宗
務
院
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
で
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
を
記
念
し
た
日
蓮
聖
人
展
を
開

催
す
る
か
ら
企
画・

実
動
を
手
伝
う
よ
う
に
と
の
依
頼
が
あ
り
、
日
蓮
門
下
の
全
国
の
寺
々
を
東
京
国
立
博
物
館
の
方
々
と
共
に
訪
ね
ま

し
た
。
本
当
に
楽
し
き
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
た
。
こ
の
「
大
日
蓮
展
」
が
終
了
し
ま
し
た
ら
、
今
度
は
日
蓮
宗
宗
務
院
の
機
構

改
革
を
行
う
か
ら
、
新
し
い
宗
門
運
動
の
要
と
な
る
伝
道
企
画
を
担
当
す
る
課
長
に
就
任
し
て
く
れ
な
い
か
と
の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
職
に
な
っ
た
ば
か
り
で
寺
を
留
守
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
恩
義
あ
る
方
か
ら
の
依
頼
で
も
あ
り
、
引

き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
課
長
四
年
、
嘱
託
一
年
で
し
た
が
全
国
を
飛
び
回
り
、
宗
門
運
動
「
立
正
安
国・

お
題
目
結
縁
運
動
」
の
旅

立
ち
を
手
伝
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
院
で
は
行
政
の
在
り
方
、
殊
に
帯
広
市
長
を
長
年
務
め
ら
れ
た
田
本
憲
吾
先
生
（
元
日
蓮
宗

檀
信
徒
協
議
会
副
会
長
）
か
ら
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

身
延
山
大
学

　

平
成
十
二
年
の
秋
九
月
の
あ
る
日
、
身
延
山
か
ら
一
本
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
身
延
山
大
学
の
学
長
に
推
薦
し
た
い
」
と
い
う
内
容

で
し
た
。
即
座
に
断
る
わ
け
に
い
か
ず
、
一
週
間
後
に
お
断
り
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
一
応
四
人
の
恩
あ
る
方
に
相
談
し

た
の
で
す
。
結
果
は
、
二
対
二
、
あ
る
方
は
『
火
中
の
栗
で
は
な
く
、
火
中
の
爆
弾
を
拾
う
こ
と
に
な
る
か
ら
止
め
ろ
』
と
い
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
後
に
お
伺
い
し
た
恩
人
宅
に
は
身
延
山
大
学
の
資
料
が
ド
ッ
サ
リ
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
曰
く
『
こ
れ
を
持
っ

て
大
学
に
行
き
な
さ
い
』
と
。
意
を
決
し
、
そ
の
年
の
十
二
月
朔
日
よ
り
身
延
山
大
学
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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今
、
日
本
は
超
少
子
高
齢
化
社
会
へ
と
ま
っ
し
ぐ
ら
、
大
学
の
約
四
割
が
定
員
割
れ
、
地
方
大
学
と
な
る
と
六
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

身
延
山
大
学
は
六
百
余
校
の
私
立
大
学
の
な
か
に
あ
り
ま
し
て
、
教
職
員
と
の
距
離
が
誠
に
近
い
極
少
人
数
大
学
、
仏
教
に
特
化
し
た
大

学
と
し
て
の
位
置
付
け
が
出
来
ま
し
ょ
う
。『
何
と
か
せ
ね
ば
！
』
の
思
い
で
こ
れ
ま
で
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
定
員
は
一
学
年
三
十
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
身
延
山
あ
る
い
は
日
蓮
宗
か
ら
の
多
額
の
助
成
が
無
け
れ
ば
、
成
り
立
た
な
い
大

学
で
あ
り
ま
す
。
学
納
金
だ
け
で
賄
う
と
し
ま
し
た
ら
、
四
百
人
を
超
え
る
学
生
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
山
間
部
、
ア
ク
セ
ス
も

悪
い
、
イ
ン
フ
ラ
を
あ
ま
り
整
備
さ
れ
て
い
な
い
大
学
に
如
何
に
し
て
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
の
か
。

　

定
員
を
満
た
す
こ
と
は
、
大
学
に
魅
力
を
感
じ
て
頂
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
身
延
山
大
学
は
仏
教
に
特
化
し
た
大
学
と
し
て
世
間

の
人
に
ど
う
映
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
仏
像
工
房
は
外
務
省
、
身
延
山
内
、
山
梨
県
、
東
北
の
被
災
地
で
は
か
な

り
認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
社
会
人
、
他
大
学
を
終
え
た
方
、
棲
神
の
地
に
憧
れ
を
抱
く
方
、
そ
の
よ
う
な
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

は
如
何
か
。

　

も
う
一
方
で
、
魅
力
が
あ
る
た
め
に
は
大
学
の
教
員
に
は
三
つ
の
類
型
が
必
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
学
者
中
の
学
者
、

世
に
通
じ
る
学
者
の
存
在
。
二
つ
め
は
熱
心
な
教
育
者
、
そ
し
て
、
三
つ
め
は
調
整
役
の
存
在
、
身
延
山
、
日
蓮
宗
、
他
大
学
、
政
財
界
、

地
域
社
会
と
パ
イ
プ
を
繫
げ
る
人
材
。
こ
の
三
者
が
あ
っ
て
大
学
は
機
能
す
る
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

宗
門
運
動
に
つ
い
て

　

現
在
、
日
蓮
宗
で
は
宗
門
運
動
「
立
正
安
国・

お
題
目
結
縁
運
動
」
を
展
開
中
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
「
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
」「
立

正
安
国
論
奏
進
七
百
五
十
年
」
に
関
わ
る
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
「
お
題
目
写
経
」
あ
る
い
は
「
登
詣
の
証
」
と
い
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う
事
業
あ
る
い
は
カ
ー
ド
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
祖
意
（
日
蓮
聖
人
の
御
心
）
に
沿
わ
な
い
事
業
は
成
功
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
う
て
、
も
う
一
点
は
教
学
を
き

ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
い
事
業
は
失
敗
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

お
題
目
は
何
故
お
経
な
の
か
、
五
種
法
師
（
受
持・

読・

誦・

解
説・

書
写
）
の
な
か
で
お
題
目
は
受
持
行
で
あ
る
筈
で
す
。
何
故
、

そ
れ
が
書
写
に
な
る
の
か
、『
法
蓮
鈔
』（
定
遺
九
四
八
頁　

建
治
元
年
（
一
二
七
五
））
に
は
そ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
但
行
礼
拝
」
と
書
か
れ
て
い
る
身
延
山
へ
の
「
登
詣
の
証
」（
日
蓮
宗
伝
道
部
発
行
）、
こ
の
初
版
の
証
の
裏
に
「
お
題
目
を
唱
え
て
菩

薩
と
な
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
嘱
託
で
あ
り
ま
し
た
私
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
即
座
に
伝
道
部
長

に
忠
言
し
ま
し
た
。『
お
題
目
を
唱
え
て
仏
と
成
ろ
う
』
の
間
違
い
で
は
な
い
で
す
か
と
。
心
配
し
て
い
た
こ
と
が
現
実
と
な
り
、
勧
学
院

の
先
生
か
ら
お
叱
り
を
受
け
、
回
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

此
度
の
宗
門
運
動
の
事
業
九
項
目
に
は
、「
教
学
の
振
興
」「
法
器
育
成
」
が
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
教
学
の
研
鑽
、
教
育
体
制
を
確
り

と
す
れ
ば
宗
門
の
未
来
は
明
る
い
、
こ
の
二
つ
を
重
点
項
目
と
し
な
け
れ
ば
明
日
の
宗
門
は
な
い
と
思
料
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

他
宗
の
宗
門
校

　

年
に
一
回
、
仏
教
系
大
学
会
議
（
短
大
を
含
む
）
が
開
か
れ
、
こ
の
会
議
に
約
六
〇
校
（
日
蓮
宗
は
三
校　

身
延
山
大
学・

立
正
大
学・

東
京
立
正
短
期
大
学
）
が
加
盟
し
て
お
り
ま
す
が
、
出
席
す
る
度
に
思
う
こ
と
は
、
浄
土
系・

禅
系
の
大
学
そ
し
て
そ
の
傘
下
に
あ
る
中

等
教
育
を
教
学
理
念
に
則
り
し
っ
か
り
と
や
っ
て
お
ら
れ
る
と
感
服
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
押
し
を
宗
門
が
力
を
入
れ
て
お
ら
れ

る
と
実
感
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

私
は
身
延
山
大
学
で
考
え
た
（
浜
島
）

（ 14 ）



　

例
え
ば
、
四
年
前
に
龍
谷
大
学
は
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
草
木
国
土　

悉
皆
成
仏
」
の
基
本
理
念
の
も
と
農
学
部
、
佛
教
大
学
は
七
年

前
に
二
条
キ
ャ
ン
パ
ス
に
看
護
学
科
（
水
谷
幸
正
学
長
の
発
想　

浄
土
宗
第
三
祖
念
阿
良
忠
の
著
わ
し
た
『
看
病
用
心
鈔
』
を
理
念
と
し

て
）
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
他
、
淑
徳
大
学
に
看
護
栄
養
学
部
、
武
蔵
野
大
学
に
看
護
学
部・

薬
学
部
、
駒
澤
大
学
に
医
療
健
康
科
学
部
、

愛
知
学
院・
鶴
見
大
学
に
歯
学
部
…
…
等
、
生
命
科
学
に
関
わ
る
分
野
を
仏
教
的
観
点
に
基
づ
き
開
設
し
て
い
る
の
で
す
。

　

更
に
、
仏
教
各
宗
の
中
等
教
育
を
見
て
み
ま
す
と
、
真
言
宗
で
は
高
野
山・

京
都
洛
南・

大
阪
清
風
…
…
、
浄
土
宗
で
は
大
阪
上
宮・

上
宮
太
子・

名
古
屋
東
海・
東
京
芝
…
…
、
浄
土
真
宗
で
は
龍
谷
平
安・

京
都
女
子・

東
京
千
代
田
学
園・

三
重
高
田
…
…
、
こ
の
他
東

大
寺
学
園・

四
天
王
寺
学
園・
世
田
谷
学
園
等
、
著
名
な
高
校・

中
学
が
ず
ら
り
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仏
教
各
宗
の
高
等・
中
等
教
育
の
ル
ー
ツ
は
何
処
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
淵
源
は
檀
林
に
あ
り
、
近
代
に
お
い
て

は
大
教
院・

中
教
院・

小
教
院
と
い
う
教
院
制
度
に
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

過
去
に
学
ぶ

　

明
治
初
年
、
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
「
神
仏
分
離
令
」
が
発
せ
ら
れ
、
神
道
国
教
化
策
を
謀
る
明
治
維
新
政
府
は
仏
教
を
前
代
の
庇
護

下
に
あ
っ
た
扱
い
か
ら
従
属
さ
せ
る
処
置
を
と
り
ま
す
。

　

仏
教
各
宗
は
廃
仏
毀
釈
の
嵐
が
吹
く
な
か
、
敢
え
て
従
属
策
に
応
え
る
形
で
、
教
部
省
管
轄
の
下
に
僧
職
が
神
道
を
学
び
宗
教
行
政
を

も
掌
る
神
仏
合
併
大
教
院
を
芝
増
上
寺
に
設
け
、
神
殿
を
建
立
、
周
り
に
各
宗
の
行
政
機
関
を
配
置
し
た
の
で
し
た
。

　

維
新
政
府
は
英
国
を
モ
デ
ル
と
し
た
富
国
強
兵
策
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
神
道
に
英
国
聖
公
会
的
な
役
割
を
期

待
し
た
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
見
事
に
失
敗
し
ま
す
。
神
仏
合
併
大
教
院
を
頂
点
と
し
た
教
院
制
度
に
浄
土
真
宗
が
反
旗
を
翻
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し
、
神
道
内
部
の
伊
勢
グ
ル
ー
プ
と
出
雲
グ
ル
ー
プ
の
対
立
が
激
化
し
、
合
併
大
教
院
は
明
治
八
年
に
解
体
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
住
職
と
な
る
に
は
教
院
で
神
道
教
義
を
学
び
教
導
職
合
格
者
（
十
四
階
級
（
権
訓
導
か
ら
大
教
正
））
か
ら
な
る
教
導
職
を
取

ら
ね
ば
な
ら
い
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
仏
教
教
義
の
み
の
布
教
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
明
治
十
七
年
ま
で
続
く
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

　

当
時
の
「
朝
野
新
聞
」、
仏
教
誌
「
明
教
新
誌
」
を
見
ま
す
と
、
神
官
と
僧
職
と
の
学
識
の
高
さ
が
歴
然
と
あ
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
教
院
内
で
教
導
職
の
試
験
を
し
て
も
、
上
位
に
は
必
ず
僧
職
あ
り
ま
し
た
。
仏
教
界
が
圧
政
を
受
け
、
廃
仏
毀
釈
の
嵐
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
奈
辺
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
前
代
に
存
在
し
た
法
器
養
成
の
場
、
檀
林
で
培
わ
れ
た
高
い
教
育
と
篤
い
信
仰
心
に
よ
っ
て
危
機
が
回
避
さ
れ
た
と
い
っ
て

も
良
い
の
で
あ
り
ま
す
。
江
戸
期
に
あ
っ
た
各
宗
の
檀
林
制
度
（
明
治
五
年
八
月
「
学
制
」
公
布
に
よ
り
廃
止
）
が
明
治
期
に
入
っ
て
も

良
き
影
響
を
与
え
た
の
で
し
た
。

　

日
蓮
宗
に
あ
っ
て
、
新
し
い
時
代
へ
の
改
革
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
の
が
初
代
管
長
新
居
日
薩
和
上
（
一
八
三
〇
―
八
八
）
で
し

た
。
管
長
に
は
そ
れ
だ
け
の
権
限
が
政
府
か
ら
付
与
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
日
薩
和
上
は
教
団
の
新
組
織・

新
体
制
を
構
築
す

る
た
め
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
従
来
の
講
中・

結
社
で
は
な
く
教
団
の
財
政
を
直
に
支
援
す
る
体
制
、
檀
家

制
度
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
各
教
区
に
妙
法
清
浄
講
結
社
を
結
成
し
て
教
団
を
支
え
、
法
器
育
成
に
充
て
、
住
職
を
派
遣
制
に
す
る
と
い

う
企
て
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
企
画
の
な
か
の
法
器
育
成
に
つ
い
て
、
明
治
十
七
年
に
教
院
制
度
が
教
団
に
委
ね
ら
れ
た
後
、
八
教
区
に
中
教
院
が
設

け
ら
れ
教
育
機
関
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
日
薩
和
上
の
遷
化
に
よ
っ
て
頓
挫
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
他
教
団
は
先
ほ
ど
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記
し
ま
し
た
中
等
教
育
の
著
名
校
は
、
明
治
期
の
中
教
院
が
改
組
発
展
し
た
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
等
の
著
名
校
の
基
本
理
念

に
は
必
ず
各
教
団
の
教
義
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

日
蓮
宗
に
お
い
て
は
個
人
、
あ
る
い
は
有
志
寺
院
が
教
育
機
関
を
設
立
し
て
お
り
ま
す
。
小
石
川
有
得
館
、
赤
坂
愛
敬
女
学
校
、
神
奈

川
寿
実
補
習
学
校
、
京
都
慈
光
夜
学
校
、
京
都
明
德
学
園
、
熊
本
星
山
高
等
女
学
校
、
杉
並
立
正
女
子
高
校
、
福
井
家
政
学
院
、
旗
の
台

立
正
学
園
高
等
女
子
校
…
…
等
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が
消
え
、
旗
の
台
立
正
学
園
（
現
文
教
学
園
）
の
よ
う
に
他
者
の
手
に
わ
た

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
蓮
宗
系
の
教
育
機
関
と
し
て
立
正
大
学
学
園
、
身
延
山
学
園
、
堀
之
内
学
園
、
日
本
福
祉
大
学
、
明
德
学
園
等
が
存
在
し
ま

す
が
、
多
く
の
教
育
機
関
で
日
蓮
聖
人
の
教
法
を
基
と
し
た
基
本
理
念
が
薄
め
ら
れ
て
い
く
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

未
来
に
託
す

　

身
延
山
大
学
は
、
身
延
山・

日
蓮
宗・

檀
信
徒
と
太
い
パ
イ
プ
を
繫
ぎ
、
応
援
団
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
例
が
存
在
し
ま
す
。
日
本
基
督
教
団
が
経
営
す
る
東
京
神
学
大
学
で
あ
り
ま
す
。
大
学
の
定
員
一
学
年
二
十
名
、
そ
し
て
、
修
士
、

博
士
課
程
を
有
す
る
大
学
院
を
も
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
充
足
率
は
五
九
％
（
平
成
二
十
九
年
度
）、
一
年
生
の
入
学
者
は
毎
年
二・

三

名
、
編
入
学
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
状
況
に
あ
っ
て
も
大
学
基
準
協
会
の
認
証
評
価
は
「
適
合
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
故
か
、
財
政
が

安
定
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
一
箇
所
か
ら
の
寄
付
金
で
は
な
く
、
日
本
基
督
教
団
の
メ
ン
バ
ー
が
大
学
を
支
え
る
会
を
組
織
し
、
多
額
献

金
を
し
て
い
る
の
で
す
。「
一
人
の
牧
師
を
育
て
る
た
め
に
」「
一
人
の
神
学
者
を
育
て
る
た
め
に
」
と
喜
捨
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

身
延
山
大
学
版
の
応
援
団
を
お
山
と
共
に
組
織
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
、
お
山
と
ベ
ク
ト
ル
が
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
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で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
身
延
山
大
学
が
栄
え
、
身
延
山
も
栄
え
る
、
共
に
歩
む
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
の
で
す
。

む
す
び

　

以
上
、
タ
イ
ト
ル
に
沿
い
ま
し
て
概
観
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
過
去
に
学
び
ま
す
原
点
は
近
代
に
お
い
て
は
前
代
遺
産
に
あ
る
と
言

え
ま
す
。
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
関
東
八
檀
林
、
関
西
六
檀
林
で
培
わ
れ
た
人
的
資
源
に
よ
っ
て
明
治
初
期
に
吹
き
荒
れ
た
仏
教
弾
圧
を
乗

り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

以
降
、
日
薩
和
上
に
よ
り
日
蓮
教
団
は
新
時
代
に
相
応
し
い
行
政
、
教
育
体
制
が
構
築
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
後
継
者
が
育
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。
確
か
に
教
育
界
に
限
っ
て
見
ま
す
と
、
個
々
、
有
志
に
よ
る
高
等
教
育・

中
等
教
育
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
教
団

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
、
教
師
の
意
識
が
低
い
た
め
に
志
半
ば
で
消
え
去
っ
た
組
織
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
他
方
、
他
教
団
に
は
全
力

を
傾
注
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
陸
続
と
登
場
し
、
教
団
内
の
個
々
の
教
師
の
熱
い
思
い
が
実
を
結
ん
で
い
き
ま
し
た
。
代
表
的
な
人
物
を
あ
げ

ま
す
と
、
浄
土
真
宗
の
高
楠
順
次
郎・

清
沢
満
之・
曽
我
量
深・

金
子
大
榮
、
浄
土
宗
の
長
谷
川
良
信
、
水
谷
幸
正
…
…
等
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
思
う
の
で
す
。
何
故
、「
お
題
目
写
経
」「
お
題
目
を
唱
え
て
菩
薩
と
な
ろ
う
」
と
い
う
誤
り
が
起
こ
る
の
か
。
ズ
バ
リ
、
教
学
の

研
鑽
、
真
の
仏
教
教
育
が
な
さ
れ
て
い
な
い
結
果
で
あ
る
と
思
料
し
ま
す
。
三
離
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
現
今
で
あ
り
ま
す
が
、
も
し
今
、

明
治
初
期
の
よ
う
な
圧
政
が
来
た
な
ら
ば
教
団
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
滅
ん
で
し
ま
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
立
正
大
学
仏
教
学
部
宗
学
科
、
身
延
山
大
学
は
定
員
割
れ
を
し
て
お
り
ま
す
。
両
大
学
の
法
器
育
成
、
研
究
機
関
が
近
い
将
来

存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
こ
そ
教
団
の
叡
智
を
集
め
、
教
師
一
人
一
人
が
教
学・

教
育
に
熱
き
思
い
を
抱
け

ば
、
日
蓮
教
団
は
足
腰
の
強
い
組
織
と
し
て
復
活
す
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
身
延
山
大
学
で
考
え
た
（
浜
島
）
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こ
れ
ま
で
六
十
七
年
の
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
恩
師
、
先
輩
、
友
人
、
後
輩
、
教
え
子
に
恵
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
感
謝
、
感
謝
の
日
々
で
あ
り
ま
す
。

　

日
蓮
宗
宗
務
院
よ
り
「
宗
務
委
員
」
拝
命
、
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
よ
り
「
適
合
」、
国
際
協
力
基
金・

仏
教
伝
道
協
会
よ
り
「
ラ
オ

ス
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
助
成
、
本
館
耐
震
工
事
費
目
標
額
達
成
、
宗
務
院
か
ら
の
行
学
寮
助
成
、
京
都
特
別
公
開
講
座
（
サ
テ
ラ

イ
ト
構
想
に
向
け
て
）・

東
京
公
開
講
座・

身
延
山
公
開
講
座
開
催
、
大
学
開
学
二
十
周
年
記
念
事
業
、
仏
教
学
部
二
学
科
か
ら
一
学
科

（
三
専
攻
制
）
へ
の
改
組
、
そ
し
て
日
蓮
宗・

立
正
大
学・

身
延
山
大
学
三
者
協
定
調
印
等
、
多
く
の
難
儀
な
事
柄
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
我

儘
な
私
ど
も
に
お
付
き
合
い
頂
き
何
と
か
こ
れ
ま
で
乗
り
切
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
等
が
成
就
し
た
の
も
お
祖
師
さ
ま
の
お
導
き
、
素

晴
ら
し
き
周
囲
の
方
々
に
恵
ま
れ
た
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
陰
で
八
年
四
ヶ
月
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
身
延
山
大
学
で
考
え
た
（
浜
島
）

（ 19 ）


